
Ａ−31 Nivolumabにより treatment free survival が得られた転移性腎細胞癌の１例 
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【緒言】転移性腎細胞癌に対する薬物療法は近年、血管新生阻害薬や免疫チェックポイント阻害薬が主軸となっ
ている。特に免疫チェックポイント阻害薬による薬物治療は良好な治療効果だけでなく Treatment Free が得ら
れる症例が報告されている。今回、当院で経験した症例について報告する。 
【症例】67 歳女性。20XX 年 9 月右腎細胞癌に対して腹腔鏡下右腎摘除術(CCRCC pT1bN0M0)。20XX+5年 3
月に膵尾部腫瘍出現し消化器外科で膵尾部切除術施行され CCRCC の転移と診断された。20XX+5年 12 月 CT
検査で多発リンパ節転移（左鎖骨上窩、傍大動脈周囲、残膵周囲）を認め、20XX+6 年 1月に転移性腎細胞癌に
対する 1次治療として Sunitinib 開始となった。食欲不振強く 20XX+6 年 5月に Axitinib へ変更したが、20XX+6
年 11 月に左鎖骨上窩リンパ節が急激に増大し Nivolumab に変更した。3 回目の投与後に eGFR 50 前後から 
eGFR 20-24 まで腎低下(Grade 3)を認め、以後 Nivolumab 中止となった。一方で治療効果は多発リンパ節転移
は著名に縮小し CR を得た。20XX+9年 4月時点で無治療で CR 維持している。 
【考察】Nivolumabにより Treatment Freeが得られた 1 例を経験した。文献加え報告する。 
 


